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温度
30~40
℃

水分 栄養

・60分で８倍に！



健康に影響を及ぼす



手にいる細菌等 通過（一過性細）菌
（病気を起こす）

常在性細菌
（状態を保持）

大腸菌

黄色ブドウ
球菌

表皮ブドウ
球菌

プロキオニバ
クテリウム

手洗い











手を洗う前と洗った後こんなに違う！
★手を洗う前と擦りこみ式手指消毒剤で洗ったあとを、
スタンプで培養した結果

手洗い前 手洗の後

適切な量の消毒液を使用した場合！！



どれくらい消毒液を使えばいの？

アルコール擦式消毒液を使った場合の１人の１日分の使用量（推計）

※トイレ誘導、介助 ５人×３回×２回（前後）＝３０回
食事介助 前後 ３人×２＝６回
入浴介助 及び整容 ３人×２回×２回＝１２回
自分のトイレ ４回 ＝４回
食事など ３回 ＝３回
環境清掃 ２回 ＝２回

計 ５１回
５１回×３ml＝１５３ml 時間は、25.5分

３ml使用 １ml使用

平均殺菌率

（％）
99.4% 51.1%

1回分を押し切る

アルコール擦式消
毒液は適量を使わ
ないと効果が期待
できません。





手洗いのタイミング

●職員の場合







手洗いマニュアル

•１．流水で十分に手をぬらす。
２．ハンドソープを手に取り、よく泡立てる。
３．手のひらと手の甲をよくこする。
４．指の間は手を組むようにしてよくこする。
５．親指は反対の手でねじるように洗う。
６．指先、爪の間は手のひらの上でよくこする。
７．手首は反対の手でねじるように洗う。

（調理従事者はさらに肘まで洗う）。
８．流水でハンドソープを充分に洗い流す。
９．ペーパータオルなどで水分を充分に拭き取

る。
１０．手指消毒剤を手に取り、乾くまで指先や

全体によくすりこむ。







使用量はしっかり、
ワンプッシュ

時間は30秒程度
（乾くまで）



ジェル状の速乾性アルコール製剤での消毒





・手洗い後は、保湿をして手荒
れを防ぎましょう。

・手荒れは感染の原因に・・






